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 要  旨 
近年, 無線通信システムにおいて, 高伝送速度, 高信頼化, 高周波数利用効率化など, より高い通
信品質が要求される状況にある. それに伴い, 限られた周波数領域を有効利用できる無線通信方
式である Multiple-Input Multiple-Output(MIMO)システムが注目されている. 
 
MIMO とは, 複数の送受信アンテナを利用することで, 限られた周波数帯域に複数の通信路を設
けることが可能となる技術である. 送信アンテナ数が M, 受信アンテナ数が N であるとすると M
×N の通信路が生成される. 送信アンテナが増えることにより通信路が増え通信速度は上がるが, 
信号同士の干渉が強くなりビット誤り率(Bit Error Rate : BER)が悪くなってしまう. 最適な送信
信号を推定する Maximum Likelihood(ML)法は信号同士の干渉に影響されない推定法であるが, 
送受信機アンテナ数が増えるにつれ計算量が指数的に増加してしまうため実装が難しいといった
問題がある .それに対して ,従来の信号推定法である , Zero-Forcing(ZF)法 , Minimum 
Mean-Squared Error(MMSE)法は計算量の問題は無いが信号同士の干渉のためBERがML 法と
比較し大きく劣化してしまう. 
 
そこで信号同士の干渉を減らす方法として Lattice Reduction(LR)法がある. LR 法では M×N の
通信路行列を準直交化することにより, 信号同士の干渉を減らすことができる.信号同士の干渉が
減るために BER を大幅に改善することができる. 
 
本研究では, 準直交ではなく, M×N の通信路行列を完全に直交化することにより, 信号同士の干
渉を LR 法よりさらに減らす方法を提案した. 計算機シミュレーションを行い, 各種パラメータ
の最適値を求め, BER を比較した. 提案法は従来の LR 法と比較しより良好な結果を示した. 
 
